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令和６年４月１日付で採用する市職員の採用試験を行います。

職種と人数

申込み

試験日（会場：市役所）

Ｂ 日程（高卒）職種　①～④　
Ｃ 日程（高卒以上）職種　⑤・⑥

　申込書及び自己紹介シートに必要事項を自筆で記入し、郵
送又は持参してください。申込書などは、市ホームページか
らダウンロードできます。また、市役所（職員課）、各出張
所、松原連絡所でも配布しています。
※インターネットからの申込みはできま
　せん。
受付期間
　８月７日㈪～25日㈮
　※持参の場合は８時30分～17時15分
　（土日・祝日を除く。）
　※郵送の場合は最終日消印有効
申込先
　〒414-8555　大原２-１-１
　市職員試験委員会（市役所７階職員課内）
㉄職員課　☎32-1171・1172

市ホームページ
はこちらから

9月17日(日)

※応募状況により会場を変更する場合があります。

伊東市職員採用試験（B・Ｃ日程）

職種 業務内容 採用予定人数

① 一般事務 一般行政事務に従事 ６人程度

② 土木技師 土木技術業務その他一般事務に従事 ２人程度

③ 建築技師 建築技術業務その他一般事務に従事 １人程度

④ 電気技師 電気技術業務その他一般事務に従事 ２人程度

⑤ 美化員 美化清掃業務その他一般事務に従事 ２人程度

⑥ 調理員 調理業務その他一般事務などに従事 ３人程度
※①～④の採用予定人数は、Ａ日程で実施する大卒・短大卒歴を含め
ます。詳しくは市ホームページの試験案内をご覧ください。

今月の表紙

第26回伊東市消防団
安全運転コンクール開催

　各種災害に際し安全、迅速かつ確実に
対応できる運転技能の向上を目的に、５
月21日（日）に伊東自動車学校にて消
防団安全運転コンクールを開催しました。
　全17個分団の代表２人が順番に運転
し、Ｓ字クランクの後退など日頃の訓練
の成果を発揮しました。
【優勝】
・第11分団（城宿、山田、桑原、阿原

田）
【準優勝】
・第13分団（富戸）
【第３位】
・第12分団（初津、塩木道、八幡、中

里、峰）
・第14分団（八幡野）
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下水道下水道事業の事業の経営状況経営状況についてについて

　下水道事業は、快適な暮らしや良好な水環境を保つため、皆さんの下水道使
用料などで運営しています。安定したサービスを継続していくためには、施設
の耐震化や老朽化対策を行う必要がありますが、人口減少などの影響により使
用料収入は年々減少し、事業に必要な財源が不足しています。　　
　独立採算を図り、健全な経営を行うためには、使用料収入の確保が重要です。

　地方公営企業とは、地方公共団体が経営する企業で、その事業に伴う収入
（使用料）によってその経費を賄い、自立性を持って事業を継続していくこと
が求められ、適正な経費負担区分を前提とした独立採算制が義務付けられてい
ます。
※一般的な行政活動の財源は主に「税金」です。

　公営企業では、経営状況の「見える化」が進むよう、さまざまな指標を活用した経営分析を行っています。　
　本市の下水道事業における「令和３年度決算値」を指標で表すと、次のような数値となります。

　使用料対象水量１㎥当たりの使
用料収入額で、高いほど料金水準
が高いとされている指標です。
※有収水量…下水道使用料賦課の

対象となる水量

　使用料で回収すべき経費を、ど
の程度使用料で賄えているかを表
した指標で、使用料水準などを評
価することができる指標です。

　有収水量１㎥当たりの汚水処理に
要した費用で、汚水資本費・汚水維
持管理費の両方を含めた汚水処理に
係るコストを表した指標です。

　経費回収率は100％以上であることが必要とされていますが、約
半分の49.95％しか使用料で回収できていません。
　100％に不足している分については、下水道使用料以外の収入
（一般会計からの基準外繰入金）で補填している状況です。
　また、多くの無収水（下水道使用料を賦課することができていな
い水など）が発生しており、その処理は公費で負担しています。
　管路調査などにより原因を特定し、有収率の向上に努めるととも
に、地方公営企業法で掲げる「適正な経費区分」、「独立採算制」
を達成するための取り組みを検討し、基準外繰入金の抑制につなが
る経営を目指していきます。

基準外繰入金とは
　経費負担の原則に基づき、雨水
処理費や汚水処理費のうち公共性
の高いものについては、公費負担
分として一般会計から繰入金を受
け入れていますが、使用料収入や
公費負担分の繰入金をもってして
も、事業費を賄うことができない
場合、その不足分を補填するため
に、一般会計から受け入れている
繰入金です。

伊東市の伊東市の
㉄下水道課　☎32-1821

▲湯川終末処理場

下水道
マスコット
キャラクター
「スイスイ」

使用料単価
（使用料収入/有収水量）

経費回収率
（使用料単価/汚水処理原価）

汚水処理原価
（汚水処理費/有収水量）

70.56円  49.95%  141.27円  

　下水道事業（地方公営企業）と一般的な行政活動の違い

　経営状況の見える化

　経営改善の必要性
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

■
保
険
料
決
定
通
知
に
つ
い
て

　
５
月
末
時
点
で
加
入
し
て
い
る

人
の
保
険
料
は
、
８
月
中
旬
ま
で

に
決
定
し
て
通
知
し
ま
す
。
６
月

以
降
に
加
入
し
た
人
に
は
９
月
以

降
に
通
知
し
ま
す
。

■
保
険
料
率
と
賦
課
限
度
額

　
保
険
料
は
、
加
入
者
全
員
が
等

し
く
負
担
す
る
均
等
割
額
と
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得
割
額
を

合
計
し
、
一
人
一
人
計
算
さ
れ
ま

す
。
保
険
料
率
は
２
年
ご
と
に
改

定
さ
れ
、
令
和
５
年
度
は
次
の
と

お
り
で
す
。

均
等
割
額　
４
万
２
５
０
０
円

所
得
割
率　
８
・
29
％

保
険
料　
均
等
割
額
＋
所
得
割
額

＝
４
万
２
５
０
０
円
＋
（
「
前

年
の
総
所
得
金
額
等
」
―
43
万

円
）
×
８
・
29
％

賦
課
限
度
額　
66
万
円

■
均
等
割
の
軽
減

　
世
帯
の
所
得
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。
均
等
割
額

の
軽
減
判
定
時
に
は
、
保
険
料
が

か
か
る
年
の
１
月
１
日
現
在
で
65

歳
以
上
の
人
の
公
的
年
金
等
に
か

か
る
所
得
か
ら
は
、
さ
ら
に
15
万

円
を
控
除
し
ま
す
。

■
被
保
険
者
証
の
更
新

　
現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か
ら

使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
下
旬
ま

で
に
送
付
し
ま
す
。
保
険
証
の
上

側
の
色
は
、
藤
色
に
変
わ
り
ま
す
。

■
減
額
認
定
証
な
ど
の
更
新

　
減
額
認
定
証
（
※
１
）
と
限
度

額
適
用
認
定
証
（
※
２
）
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１

日
以
降
も
引
き
続
き
交
付
対
象
と

な
る
場
合
は
、
７
月
下
旬
に
新
し

い
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。
新
た

に
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
保
険

年
金
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
１　
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
を

減
額
す
る
た
め
の
認
定
証
で
す
。

交
付
対
象
は
世
帯
全
員
が
住
民

税
非
課
税
の
場
合
で
す
。

※
２　
医
療
機
関
な
ど
へ
の
支
払

い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

す
る
た
め
の
認
定
証
で
す
。
交

付
対
象
と
な
る
の
は
世
帯
の
被

保
険
者
の
う
ち
、
最
も
住
民
税

課
税
所
得
が
高
い
人
の
当
該
所

得
が
１
４
５
万
円
以
上
６
９
０

　
万
円
未
満
で
あ
る
場
合
で
す
。

㉄
後
期
高
齢
者
医
療
係

　
☎

(32)
１
６
２
４

　
　
国
民
健
康
保
険

■
被
保
険
者
証
の
更
新

　
８
月
１
日
か
ら
保
険
証
が
更
新

さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
未
満
の
人
に
は
「
保
険

証
」
を
、
70
歳
以
上
の
人
に
は
令

和
４
年
中
の
所
得
を
基
に
負
担
割

合
を
決
定
し
た
「
保
険
証
兼
高
齢

受
給
者
証
」
を
、
７
月
下
旬
に
送

付
予
定
で
す
。
保
険
証
兼
高
齢
受

給
者
証
は
保
険
証
と
同
じ
サ
イ
ズ

で
す
。

　
保
険
証
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
に

間
違
い
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
期
限
切
れ
の
も
の
は
、
ご
自

身
で
処
分
す
る
か
、
保
険
年
金
課

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
保
税
を
納
め
て
い
な
い
場
合
】

　
災
害
な
ど
特
別
な
理
由
が
な
く

国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
短

期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

㉄
国
民
健
康
保
険
係
（
資
格
・
税

額
な
ど
）

　
☎

(32)
１
６
２
２

　
収
納
課
（
納
付
・
口
座
振
替
な

ど
）

　
☎

(32)
１
２
９
１

■
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請

　
令
和
４
年
８
月
１
日
以
降
に
発

行
し
た
限
度
額
適
用
認
定
証
は
、

７
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
。
７

月
下
旬
か
ら
、
８
月
以
降
の
限
度

額
適
用
認
定
証
の
申
請
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
対
象
者
の

国
民
健
康
保
険
証

申
請
場
所　
市
役
所
１
階
保
険
年

金
課
・
各
出
張
所
（
出
張
所
で

の
申
請
は
郵
送
交
付
と
な
り
ま

す
。
）

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

る
と
限
度
額
適
用
認
定
証
は
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

※
70
歳
以
上
の
人
は
限
度
額
適
用

認
定
証
が
必
要
で
な
い
人
も
い

ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

㉄
国
民
健
康
保
険
係

　
☎

(32)
１
６
２
１

軽減割合 世帯主と全ての被保険者の
前年の総所得金額などの合計額

７割 43万円＋10万円×
（給与所得者等の数※－１）以下

５割 43万円＋（29万円×被保険者数）＋
10万円×（給与所得者等の数※－１）以下

２割 43万円＋（53万５千円×被保険者数）＋
10万円×（給与所得者等の数※－１）以下

※給与所得者等とは、一定の給与所得(給与収入55万超)と公的年金などに
係る所得(公的年金などの収入金額60万円超(65歳未満)又は125万円超
(65歳以上))を有する人	 	 	 	 	

保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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子 

育 

て

母
子
保
健
事
業

　
対
象
者
や
受
付
時
間
を
個
別
に

設
定
し
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
、

持
ち
物
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

☎
（32）
１
５
８
２

令
和
５
年
度
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
の
ご
案
内 

　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

対　
象

　
18
歳
未
満
の
児
童
（
障
が
い
児

の
場
合
20
歳
未
満
）
を
養
育
す
る

父
母
な
ど
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

【
ひ
と
り
親
世
帯
】

①
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
受
給
者

②
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
５
年
３

月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
人

③
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、

収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準
と

な
っ
て
い
る
人

【
そ
の
他
世
帯
】

④
令
和
４
年
度
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
（
そ
の
他
世

帯
分
）
受
給
者

⑤
令
和
５
年
度
住
民
税
（
均
等

割
）
が
非
課
税
の
人

⑥
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
家
計
が
急
変
し
、
住
民

税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ

て
い
る
人

支
給
額　
児
童
１
人
当
た
り
一
律

５
万
円　

申
込
み

・
①
と
④
に
該
当
す
る
人　
申
請

不
要
で
す
。

※
令
和
５
年
５
月
29
日
に
支
給
済

み
で
す
。

・
②
、③
、⑤
、⑥
に
該
当
す
る
人　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
併
給
調
整
が
あ
り
ま
す
。

㉄
子
育
て
支
援
課

　
☎

(32)
１
５
８
１

健
　
康

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ⅴ
）
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸
が
ん

予
防
）
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
、
９
価

「
Ｈ
Ｐ
Ⅴ
ワ
ク
チ
ン
」
を
公
費
で

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｈ
Ｐ
Ⅴ
ワ
ク
チ
ン
は
２
価
・
４

価
・
９
価
の
３
種
類
あ
り
ま
す
。

　
一
定
の
間
隔
を
空
け
て
、
同
じ

ワ
ク
チ
ン
を
合
計
２
回
又
は
３
回

接
種
し
ま
す
。
接
種
す
る
ワ
ク
チ

ン
や
年
齢
に
よ
っ
て
、
接
種
の
タ

イ
ミ
ン
グ
や
回
数
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対　
象

・
小
学
校
６
年
生
～
高
校
１
年
生

の
女
の
子
（
定
期
接
種
）

・
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
）

※
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
公
費
負
担

で
接
種
で
き
ま
す
。

※
全
て
の
対
象
者
に
、
接
種
に
必

要
な
予
診
票
な
ど
を
す
で
に
送

付
し
て
い
ま
す
。

㉄
健
康
推
進
課

　
☎

(32)
１
５
８
４

39
歳
以
下
健
康
診
査

対　
象　
16
歳
～
39
歳
（
昭
和
59

年
４
月
１
日
～
平
成
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）
の
市
民

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
対
象
外

①
職
場
や
学
校
で
健
診
が
あ
る
人

②
定
期
的
に
医
療
に
か
か
っ
て
い

る
人

③
妊
娠
中
又
は
産
後
１
年
以
内
の

人
内　
容　
問
診
、
身
体
計
測
、
腹

囲
測
定
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査

（
糖
・
蛋
白
）
、
血
液
検
査
（
脂

質
・
血
糖
・
肝
機
能
・
腎
機

能
・
貧
血
）
な
ど

費　
用　
１
５
０
０
円

申
込
み　
12
月
15
日
㈮
ま
で
に
左

記
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要
事

項
を
入
力
す
る
か
、
電
話
で
左

記
ま
で
。

受
診
方
法　
申
込
後
に
届
く
受
診

券
を
持
っ
て
12
月
22
日
㈮
ま
で

に
市
内
医
療
機
関
を
受
診
し
、

後
日
、
受
診
し
た
医
療
機
関
で

結
果
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

㉄
健
康
推
進
課

　
☎

(32)
１
６
３
０

健康
    ひろば
健康
    ひろば

７月の健診・教室 日　程

１歳６か月児健康診査	
(令和３年12月生まれ対象） 19日㈬

２歳児健康教室	
(令和３年６月生まれ対象） 18日㈫

３歳児健康診査	
(令和２年６月生まれ対象） 12日㈬

会場：健康福祉センター

詳細は市ホーム
ページから

入力フォーム
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歯
周
病
検
診

５
年
に
１
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　
歯
や
口
の
健
康
が
整
う
と
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
笑
顔
も
増
え
ま
す
！

統
計
上
歯
を
失
う
人
は
、
１
年
以

上
歯
科
医
院
に
か
か
っ
て
い
な
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
マ
ス
ク
生
活

で
口
呼
吸
が
増
え
た
今
、
お
口
に

変
化
が
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

今
な
ら
５
０
０
円
で
、
歯
や
歯
ぐ

き
の
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

対　
象　
今
年
度
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、

70
歳
に
な
る
人

※
対
象
者
に
は
、
受
診
券
を
７
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

期　
間　
８
月
１
日
㈫
～
12
月
22

日
㈮ 

内　
容　
問
診
・
口
腔
内
検
査
・

歯
科
保
健
指
導

費　
用　
５
０
０
円

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
費

用
免
除
と
な
り
ま
す
。

・
今
年
度
70
歳
に
な
る
人

・
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65
歳
以

上
の
人
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
を
提
示
し
た
人

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
属
し
、

「
生
活
保
護
休
日
・
夜
間
等
受
診

証
」
を
提
示
し
た
人

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
、

「
検
診
等
徴
収
金
免
除
証
明
書

※
」
を
提
示
し
た
人

※
証
明
書
の
発
行
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
詳
細
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

実
施
歯
科
医
療
機
関

（
送
付
ハ
ガ
キ
に
記
載
）
を
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄
健
康
推
進
課

　
☎

(52)
３
０
０
５

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

　
現
在
30
代
～
50
代
の
男
性
に
風

し
ん
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

妊
婦
が
感
染
す
る
と
目
や
耳
、
心

臓
に
障
が
い
の
あ
る
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

風
し
ん
の
公
的
な
予
防
接
種
を
受

け
る
機
会
が
な
く
、
特
に
抗
体
価

の
低
い
年
代
の
男
性
は
、
無
料
で

風
し
ん
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対　
象　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性

費　
用　
無
料

期　
間　
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

実
施
内
容　
風
し
ん
抗
体
検
査
及

び
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

（
抗
体
検
査
を
受
け
、
十
分
な
量

の
抗
体
が
な
い
人
が
予
防
接
種

の
対
象
）

ク
ー
ポ
ン
券　
対
象
者
に
送
付
済

み
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
有
効

期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
令
和
４
年
度
に
伊
東
市
に
転
入

し
た
人
に
は
令
和
５
年
４
月
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

受
診
方
法　
ク
ー
ポ
ン
券
と
保
険

証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
を
持
っ
て
、
実
施
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄
健
康
推
進
課

　
☎

(32)
１
５
８
４

が
ん
検
診

　
近
所
に
や
っ
て
く
る
検
診
車
や

身
近
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
が
ん
検
診

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
の
が
ん

は
、
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
く
自
分

で
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

自
覚
症
状
の
な
い
今
が
早
期
発
見

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
今
年
度
も
、
胃
が
ん
検
診
、
肺

が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

㉄
健
康
推
進
課

　
☎

(52)
３
０
０
５

暮
ら
し
と
医
療
と
介
護
の

合
同
相
談
会

「
暮
ら
し
」
、
「
医
療
」
、
「
介

護
」
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
一
つ
一
つ
お

答
え
し
ま
す
。
認
知
症
、
薬
、
食

事
や
相
続
な
ど
は
、
ま
ず
言
葉
に

し
て
話
を
す
る
こ
と
が
解
決
へ
の

第
一
歩
で
す
。
医
療
・
福
祉
分
野

を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
も
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
７
月
９
日
㈰　
９
時
30

分
～
14
時

会　
場　
伊
東
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ

ラ
ザ　
デ
ュ
オ

参
加
団
体　
司
法
書
士
、
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
、
リ
ハ
ビ

リ
支
援
セ
ン
タ
ー
、
栄
養
士
会
、

薬
剤
師
会
、
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

㉄
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
高
齢
者
福
祉
課
内
）

　
☎

(52)
３
０
０
３

在
宅
医
療
と
介
護
に
つ
い
て

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
自
分
の
生
き
方
（
逝
き
方
）
」

を
考
え
る
～
わ
た
し
た
ち
が
今

で
き
る
こ
と
～

日　
時　
７
月
22
日
㈯　
14
時
～

15
時
40
分

会　
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ひ

ぐ
ら
し
会
館

内　
容　
も
し
も
の
と
き
に
、
安

心
し
て
在
宅
医
療
介
護
を
受
け

ら
れ
る
よ

う
、
ご
自

身
の
生
き

方
（
逝
き

方
）
に
つ

い
て
考
え

て
み
ま
せ

ん
か
。

講　
師　
広
田　
奈
都
美
（
漫
画

家
、
訪
問
看
護
師
）
、
地
域
の

専
門
職

入
場
料　
無
料

申
込
み　
不
要

㉄
高
齢
者
福
祉
課

　
☎

(32)
０
７
８
１

詳細は市ホーム
ページから

詳細は市ホーム
ページから
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市役所開庁時間：8時30分～17時15分
※土日・祝日は閉庁

i
７
月
は「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」の
強
調
月
間

　
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
過
ち
を
犯
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
過
ち
を
犯
し
た
人
が
、
反
省
と

償
い
を
経
て
社
会
に
復
帰
す
る
た

め
に
は
、
地
域
社
会
の
温
か
い
心

が
必
要
で
す
。

　
立
ち
直
り
に
取
り
組
む
人
た
ち

を
地
域
で
支
え
て
い
く
環
境
を
つ

く
り
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

㉄
社
会
福
祉
課

　
☎

(32)
１
５
３
１

７
月
は
愛
の
血
液
助
け

合
い
運
動
月
間

　
あ
な
た
の
献
血
で
助
か
る
命
が

あ
り
ま
す
。
献
血
は
身
近
に
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

㉄
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎

(36)
５
５
１
２

i
７
月
は
青
少
年
の
非
行・

被
害
防
止
強
調
月
間

　
青
少
年
の
非
行
及
び
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
に
は
家
庭
、
学
校
、
地

域
が
連
携
し
合
い
、
青
少
年
を
地

域
全
体
で
見
守
り
、
育
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
県
で
は
毎
年
７
月
を
強
調
月
間

と
し
て
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
や
地

域
で
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

㉄
生
涯
学
習
課

　
☎

(32)
１
９
６
１

７
月
は
河
川
愛
護
月
間

～
７
月
７
日
は
川
の
日
～

　
河
川
は
、
身
近
に
親
し
め
る
自

然
空
間
で
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
る
貴
重
な
資
源
で
す
。
市

で
は
町
内
会
を
中
心
と
し
た
河
川

愛
護
団
体
の
河
川
美
化
活
動
（
草

刈
り
や
掃
除
な
ど
）
を
支
援
し
、

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
河
川
環

境
・
景
観
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
河
川
に
お
出
掛
け
の
際
は
、
水

難
事
故
に
注
意
し
、
ゴ
ミ
な
ど
は

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

㉄
建
設
課

　
☎

(32)
１
７
５
１

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期　
間　
７
月
11
日
㈫
～
20
日
㈭

　
昨
年
の
市
内
の
交
通
事
故
件
数

は
、
人
身
事
故
が
２
６
７
件
、
物

損
事
故
が
１
９
５
９
件
で
、
合
計

２
２
２
６
件
で
し
た
。
こ
れ
は
、

毎
日
６
件
を
超
え
る
交
通
事
故
が

発
生
し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。
特

に
、
７
月
～
８
月
に
か
け
て
の
夏

休
み
期
間
中
は
、
例
年
多
く
の
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
運
転

す
る
と
き
は
時
間
に
余
裕
を
持
ち
、

歩
行
者
と
周
り
の
車
両
に
対
す
る

思
い
や
り
運
転
を
心
掛
け
て
交
通

事
故
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
安
全
を

　
　
つ
な
げ
て
広
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
事
故
ゼ
ロ
へ

㉄
危
機
対
策
課

　
☎

(32)
１
３
６
１

伊
東
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
任
期
満
了
に
よ
る
伊
東
市
議
会

議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
８
月
１
日
㈫　
13
時
30

分
～　

会　
場　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

　
当
該
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ

れ
る
人
を
対
象
に
立
候
補
届
等
提

出
書
類
及
び
選
挙
運
動
・
選
挙
公

営
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
関
係
者
と
と
も

に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
説
明
会
へ

の
出
席
は
、
１
候
補
当
た
り
３
人

ま
で
で
す
。

　
ま
た
、
当
該
選
挙
の
期
日
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

告
示
日　
９
月
17
日
㈰

選
挙
期
日　
９
月
24
日
㈰

定　
数　
20
人

㉄
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎

(32)
１
２
３
３

運動にボウリングを！

駐車場のある　貸会場は

TEL0557-37-1512
〒414-0027 伊東市竹の内 1-3-16

ダンコーエンボウル
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静
岡
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

　
県
内
で
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
排
水
設
備
工
事
を
行
う
工
事
店

に
は
、
県
下
水
道
協
会
に
登
録
し

て
い
る
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
の
専
属
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
県
下
水
道
協
会
で
は
、
責
任
技

術
者
資
格
の
取
得
希
望
者
を
対
象

に
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
10
月
18
日
㈬

会　
場　
レ
イ
ア
ッ
プ
御
幸
町
ビ

ル
（
静
岡
市
葵
区
）

受
験
願
書
配
布　
７
月
３
日
㈪
か

ら
市
役
所
低
層
棟
２
階
下
水
道

課
で
配
布

※
県
下
水
道
協
会
と
、
協
会
会
員

と
な
っ
て
い
る
県
内
他
市
町
の

下
水
道
担
当
課
で
も
受
け
取
れ

ま
す
。

受
験
資
格　
学
歴
に
応
じ
た
実
務

経
験
を
有
す
る
人

申
込
期
間　
７
月
18
日
㈫
～
31
日

㈪
受
験
手
数
料　
７
０
０
０
円

◆
受
験
に
関
す
る
講
習
会
（
任
意

参
加
）

講
習
日　
９
月
21
日
㈭

講
習
会
場　
静
岡
商
工
会
議
所
静

岡
事
務
所
会
館
（
静
岡
市
葵

区
）

講
習
手
数
料　
５
０
０
０
円

※
受
験
講
習
会
を
希
望
す
る
人
は
、

受
験
と
併
せ
て
申
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。　

㉄
静
岡
県
下
水
道
協
会

　
☎
０
５
４
(２
５
１
)２
８
７
０

　
下
水
道
課

　
☎

(32)
１
８
２
１

i
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
紹
介

　
５
月
１
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
市
民
を
支
え
ま

す
。
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

担
当
地
区　

松
原
湯
端
（
線
路
下
）
地
区

　
安
藤　
健
雄

松
原
寺
山
町
地
区　
秋
山　
礼
子

㉄
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎

(36)
５
５
１
２

i
除
草
剤
や
農
薬
の
使
用

に
つ
い
て

　
個
人
や
事
業
所
を
問
わ
ず
、
所

有
地
な
ど
の
管
理
の
際
に
は
住
民

や
子
ど
も
な
ど
へ
の
健
康
被
害
が

生
じ
な
い
よ
う
、
除
草
剤
や
農
薬

を
使
用
し
な
い
管
理
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
除
草
剤
や
農
薬
を
使
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
で
も
、
次
の
事
項

に
十
分
な
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
草
剤
や
農
薬
を
使
用
す
る
目

的
や
散
布
日
時
、
散
布
す
る
薬

品
の
種
類
や
量
な
ど
に
つ
い
て
、

看
板
な
ど
に
よ
っ
て
事
前
に
十

分
な
周
知
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
周
囲
に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
風

向
き
な
ど
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
除
草
剤
や
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
記

載
の
使
用
方
法
や
注
意
事
項
を

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

㉄
産
業
課

　
☎

(32)
１
７
３
３

長
寿
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

助
成
金

　
高
齢
者
と
の
親
睦
や
交
流
を
目

的
と
し
た
バ
ス
旅
行
事
業
を
実
施

す
る
団
体
に
、
バ
ス
借
上
料
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対　
象　
町
内
会
、
伊
東
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
に
所
属
し
て
い

る
老
人
ク
ラ
ブ
、
市
民
で
構
成

さ
れ
主
た
る
活
動
を
市
内
で

行
っ
て
い
る
団
体
な
ど

参
加
人
数　
20
人
以
上
（
そ
の
う

ち
65
歳
以
上
の
人
の
割
合
が
３

分
の
２
以
上
）

助
成
額　
バ
ス
借
上
料
の
３
分
の

１
相
当
額
（
上
限
は
４
万
円
）

と
、
参
加
し
た
市
内
在
住
の
高

齢
者
20
人
超
の
人
数
×
１
０
０

　
０
円

※
事
業
を
実
施
す
る
前
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
１
団
体
当
た
り

年
１
回
で
す
。

㉄
高
齢
者
福
祉
課

　
☎

(32)
１
５
６
１

募
按
針
祭
協
賛
美
術
展「
伊
東

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
２
０
２
３
」

【
美
術
展
の
開
催
】

期　
間　
８
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
最
終

日
は
14
時
ま
で
）

※
土
日
・
祝
日
の
市
役
所
閉
庁
日

は
観
覧
で
き
ま
せ
ん
。

会　
場　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

【
作
品
の
募
集
】

申
込
締
切　
７
月
18
日
㈫

申
込
先　
〒
４
１
４

－

０
０
０
１　

宇
佐
美
５
３
９

－

１　
伊
東
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
２
０
２
３
事
務

局　
杉
田
正
文

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

㉄
伊
東
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
２
０
２

　
３
事
務
局　
杉
田
正
文

　
☎
ＦＡＸ

(47)
０
５
２
４

住宅・別荘・空き家・物置・ホーム入居準備・整理収納・ゴミ屋敷・汚部屋・特殊清掃

片付けます

☎0120-35-9930

遺品整理 伊東
詳しくは ホームページを︕

株式会社かんどうサービス ☎ 35-9930
本社事務所︓伊東市岡 倉庫︓伊東市荻

遺品整理士 特殊清掃士
古物商 終活カウンセラー
整理収納アドバイザー

「広報を見た」
の 一言で

優待します

遺品整理

終 活

広報いとう 8
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募
駿
東
伊
豆
消
防
組
合

職
員
募
集

職　
種　
消
防
官

採
用
人
数　
若
干
人

採
用
日　
令
和
６
年
４
月
１
日

試
験
日　

・
９
月
17
日
㈰　
適
性
検
査
、
教

養
試
験　

・
９
月
18
日
（
月
・
祝
）　
体
力

試
験

会　
場　
沼
津
市
内

受
験
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、

健
康
で
、
地
方
公
務
員
法
第
16

条
の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い

次
の
人

・
大
学
卒　
大
学
卒
業
以
上
の
学

歴
（
令
和
６
年
３
月
末
卒
業
見

込
み
を
含
む
。
）
を
有
し
、
平

成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人

・
短
大
卒　
短
期
大
学
又
は
高
等

専
門
学
校
を
卒
業
（
令
和
６
年

３
月
末
卒
業
見
込
み
を
含

む
。
）
し
た
、
平
成
９
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

※
卒
業
に
よ
り
「
専
門
士
」
の
称

号
が
付
与
さ
れ
る
専
門
学
校
を

含
み
ま
す
。
ま
た
、
４
年
制
大

学
を
中
退
し
、
２
年
間
の
在
学

か
つ
62
単
位
以
上
履
修
し
た
人

も
含
み
ま
す
。

・
高
校
卒　

高
等
学
校
を
卒
業

（
令
和
６
年
３
月
末
卒
業
見
込
み

を
含
む
。
）
し
た
、
平
成
11
年

４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

申
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

自
筆
で
記
入
し
、
持
参
又
は
郵

送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
７
月
18
日
㈫
～
８
月

７
日
㈪

※
持
参
は
、
８
時
30
分
～
17
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
。
）

※
郵
送
は
、
受
付
最
終
日
消
印
有

効
※
申
込
書
は
７
月
３
日
㈪
以
降
、

郵
送
に
よ
る
請
求
又
は
伊
東
消

防
署
な
ど
で
配
布

※
今
年
度
は
、
大
学
卒
・
短
大

卒
・
高
校
卒
の
試
験
を
同
日
に

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

㉄
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
５
５
(９
２
０
)９
１
０
０

募
自
衛
官
を
目
指
そ
う
！

　
航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補
生
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
？

●
航
空
学
生　
海
上
・
航
空
自
衛

隊
の
幹
部
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
６
年

で
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

応
募
資
格

・
海
上　
18
歳
以
上
23
歳
未
満

・
航
空　
18
歳
以
上
21
歳
未
満

※
い
ず
れ
も
高
校
卒
業
又
は
卒
業

見
込
み
の
人

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈯
～
９
月

７
日
㈭

試
験
日　
９
月
18
日
（
月
・
祝
）

●
一
般
曹
候
補
生　
部
隊
の
中
核

と
な
る
曹
を
養
成
す
る
制
度
で

す
。

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈯
～
９
月

５
日
㈫

試
験
日　
９
月
15
日
㈮
～
24
日
㈰

の
う
ち
、
指
定
す
る
１
日

※
自
衛
官
補
も
常
時
募
集
中
で
す
。

㉄
自
衛
隊
伊
東
地
域
事
務
所

　
☎

(37)
９
６
３
２

募
市
営
海
浜
プ
ー
ル
営
業
案
内

と
夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

～
市
営
海
浜
プ
ー
ル
の
営
業
～

期　
間　
７
月
15
日
㈯
～
７
月
17

日
（
月
・
祝
）（
臨
時
営
業
）

　

７
月
22
日
㈯
～
８
月
27
日
㈰

（
通
常
営
業
）

時　
間　
９
時
～
17
時

※
大
人
の
付
き
添
い
が
な
い
中
学

生
以
下
は
16
時
ま
で
。

利
用
料
金　
大
人
１
５
０
円
、
中

学
生
以
下
40
円

※
８
月
21
日
㈪
は
県
民
の
日
の
た

め
無
料

～
夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
～

対　
象　
健
康
で
水
泳
と
事
務
の

で
き
る
人

時　
給　
１
０
０
０
円

雇
用
期
間　
７
月
14
日
㈮
～
８
月

28
日
㈪

※
勤
務
日
数
な
ど
は
要
相
談

勤
務
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15

分
勤
務
内
容　
監
視
、
入
場
整
理
、

機
械
操
作
、
清
掃
な
ど

募
集
人
数　
10
人
程
度

申
込
み　
７
月
10
日
㈪
ま
で
に
振

興
公
社
（
観
光
会
館
２
階
）
へ

履
歴
書
を
提
出

㉄
振
興
公
社

　
☎

(37)
７
１
３
５

マチを好きになるアプリ

あなたのスマホに

「広報いとう」を！

上記 QR コードでアプリをインストールし、
「お住まいの地域」で「伊東市」を登録！

駿東伊豆消防本部
ホームページは
こちらから
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募
芸
術
文
化
作
品
の
募
集

芸
術
祭
・
文
学
部
門

　
あ
な
た
の
才
能
を
開
花
さ
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。
毎
年
出
品
し
て
い

る
皆
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。
優
秀

作
品
に
は
、
市
長
賞
な
ど
の
賞
を

授
与
し
ま
す
。
発
表
は
10
月
上
旬
、

入
選
作
品
は
「
文
芸
伊
東
」
に
収

録
し
ま
す
（
小
説
・
随
筆
は
優
秀

作
品
の
み
）
。

　
各
種
目
の
制
限
、
応
募
方
法
に

つ
い
て
は
生
涯
学
習
課
配
布
の
要

項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

種　
目　
小
説・随
筆・詩・短
歌・

俳
句・川
柳（
川
柳
の
み
題「
青
」）

※
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

資　
格　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

締
切
り　
８
月
24
日
㈭　
17
時
15

分
必
着

芸
術
祭
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
９
月
30
日
㈯
～
10
月
１
日
㈰
に

開
催
さ
れ
る
芸
術
祭
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
出
品
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
写
真
家
の
萩
原
和

幸
氏
に
よ
る
審
査
で
、
市
長
賞
な

ど
の
賞
を
授
与
し
ま
す
。
申
込
み

は
、
専
用
の
出
品
票
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
写
真
の
規
格
や
搬
入
方
法
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
課
配
布
の
要

項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

資　
格　
市
内
在
住
・
在
勤
で
作

品
の
搬
入
・
搬
出
が
可
能
な
人

締
切
り　
８
月
24
日
㈭　
17
時
15

分
必
着

㉄
生
涯
学
習
課

☎
(32)
１
９
６
４

募
第
26
回
伊
東
大
田
楽

出
演
者・ス
タ
ッ
フ
募
集

対　
象　
市
内
又
は
近
郊
在
住
で
、

稽
古
に
休
ま
ず
参
加
で
き
る
人

募
集
内
容　

・
Ａ
グ
ル
ー
プ　
ス
タ
ッ
フ
（
運

営
、
装
束
着
付
け
、
楽
屋
準
備

な
ど
）

・
Ｂ
グ
ル
ー
プ　
楽
隊　
笛
（
経

験
者
に
限
る
。
）

・
Ｃ
グ
ル
ー
プ　
楽
隊　
タ
ム

（
経
験
者
に
限
る
。
）

・
Ｄ
グ
ル
ー
プ　
番
楽
踊
り
手

（
小
学
生
以
上
）

参
加
費
用　

・
Ａ
グ
ル
ー
プ　
無
料　

・
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
グ
ル
ー
プ　

各

４
０
０
０
円

【
公
演
】　

日
に
ち　
９
月
９
日
㈯

会　
場　
観
光
会
館

【
説
明
会
】

日　
時　
７
月
１
日
㈯　
19
時
～

20
時　

会　
場　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

※
参
加
希
望
の
人
は
説
明
会
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

【
稽
古
】 

日　
時　
７
月
８
日
、
15
日
、
22

日
、
29
日
、
８
月
５
日
、
19
日
、

26
日
、
９
月
２
日
の
各
土
曜
日　

19
時
～
21
時　

会　
場　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

【
リ
ハ
ー
サ
ル
】

日　
時　
９
月
８
日
㈮　
18
時
～

21
時　

会　
場　
観
光
会
館

㉄
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
内
伊
東
わ

ざ
お
ぎ　
江
口（
９
時
～
16
時
）

☎
(36)
１
１
７
８

募
フ
ァ
ミ
リ
ー・

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日　
時　
７
月
28
日
～
８
月
25
日

の
各
金
曜
日　
19
時
～
20
時
30

分
（
計
５
回
）

会　
場　
ダ
ン
コ
ー
エ
ン・ボ
ウ
ル

対　
象　
小
学
生
以
上

定　
員　
16
人
（
応
募
多
数
時
抽

選
）

参
加
費　
１
５
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
な
ど
）

持
ち
物　
運
動
の
で
き
る
服
装
、

筆
記
用
具

申
込
み　
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、

年
齢
（
学
年
）、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
４
１
４

－
０
０
２
４　
和
田
１

－

16

－
　
１　
振
興
公
社「
フ
ァ
ミ
リ
ー・

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
係
」
ま
で
。

締
切
り　
７
月
18
日
㈫
必
着

※
万
一
け
が
を
し
た
場
合
、
応
急

処
置
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

㉄
振
興
公
社

☎
(37)
７
１
３
５

i
広
報
い
と
う
６
月
号

記
事
訂
正
の
お
知
ら
せ

　
広
報
い
と
う
６
月
号
３
Ｐ
に
掲

載
し
た
、
市
の
財
政
状
況
「
企
業

会
計
」
の
う
ち
「
水
道
事
業
」
の

項
目
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
・
収
入
予
算
額　

　
誤　
16
億
６
０
２
２
万
円

　
正　
16
億
３
４
９
１
万
円

収
益
的
収
支
・
支
出
予
算
額　

　
誤　
15
億
９
６
８
９
万
円

　
正　
16
億　
１
４
５
万
円

資
本
的
収
支
・
収
入
予
算
額　
　

　
誤　
３
億
３
８
２
５
万
円

　
正　
３
億　
５
１
０
万
円

資
本
的
収
支
・
支
出
予
算
額　

　
誤　
10
億
２
０
６
４
万
円　

　
正　
11
億
６
８
７
５
万
円

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

㉄
財
政
課

☎
(32)
１
２
５
１
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広 告 欄

「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。

i
夏
休
み
自
由
研
究
体
験

講
座
を
開
催
し
ま
す

対　
象　
小
学
校
３
年
生
～
６
年

生
日　
時　
７
月
22
日
㈯
～
８
月
20

日
㈰　

会　
場　
県
東
部
地
域
（
伊
東
市

他
）
の
各
企
業

※
日
時
と
会
場
は
講
座
の
内
容
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

そ
の
他　
体
験
講
座
の
詳
細
（
内

容
、
定
員
、
参
加
料
な
ど
）
は

県
東
部
地
域
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
。

　
㉄
県
東
部
地
域
局

　
☎
０
５
５
(９
２
０
)２
０
６
３

伊
豆
半
島
ジ
オ
検
定
３
級

　
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
と

を
も
っ
と
よ
く
知
り
、
も
っ
と
楽

し
む
た
め
の
検
定
で
す
。

　
毎
年
夏
の
時
期
に
ジ
オ
検
定
３

級
を
、冬
の
時
期
に
ジ
オ
検
定
１・

２
級
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
検
期
間　
７
月
14
日
㈮
～
８
月

31
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

受
検
資
格　
ど
な
た
で
も
受
検
可

受
検
方
法　

①
７
月
14
日
㈮
以
降
に
伊
豆
半
島

ジ
オ
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://Izugeopark.org/
enjoy/izugeo-kentei/

）

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
受
検
。

②
右
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
観
光

課
窓
口
な
ど
か
ら
問
題
と
解
答

用
紙
を
入
手
し
、
解
答
用
紙
と

返
信
用
封
筒
（
94
円
分
の
切
手

貼
付
）
を
郵
送
で
提
出
。

（
提
出
先
）

　
〒
４
１
０

－

２
４
１
６

　
伊
豆
市
修
善
寺
８
３
８

－
１

　

美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー

「
ジ
オ
検
定
」
係

※
問
題
を
解
く
に
当
た
っ
て
、
書

籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
良
い
で
す
。
た
だ
し
、
電
話

な
ど
で
関
係
機
関
へ
の
お
問
い

合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

受
検
料　
無
料
（
合
格
証
を
希
望

す
る
場
合
は
８
０
０
円
の
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。
）

合　
否　
50
問
中
35
問
以
上
正
解

で
合
格
。
９
月
上
旬
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

㉄
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
部

　
☎
０
５
５
８
(７
２
)０
５
２
０

 

相
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

　
日
常
生
活
で
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル

や
悩
み
事
、
困
っ
た
事
（
心
の
悩

み
、
消
費
生
活
、
住
ま
い
、
生
き

が
い
、
介
護
、
法
律
）
な
ど
、
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら

な
い
と
き
の
相
談
窓
口
で
す
。
悩

み
事
を
一
緒
に
考
え
、
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
所
を

紹
介
し
ま
す
。

受
付
時
間　
平
日
の
９
時
～
17
時

費　
用　
相
談
・
取
次
は
無
料
。

専
門
家
に
相
談
す
る
場
合
は
、

別
途
料
金
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

㉄
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東

部
事
務
所
相
談
受
付
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
５
(９
２
２
)３
７
１
５

納付相談会
①市税・国保税のことは…
　収納課　　　☎32-1291
②後期高齢者医療保険料のこと
　は…
　保険年金課　☎32-1624
休日：①②７月15日(土)
　　　①８時30分～正午
　　　②８時30分～17時
夜間：①７月13日(木)
　　　①17時30分～19時

人口と世帯数
5/31現在　（　）前月比
人　口　65,801人（－86）
　男　　31,194人（－40）
　女　　34,607人（－46）
世帯数　35,709世帯（－15）

市水道の平日・休日の修理
水道のトラブルは
市水道センター(☎36－2010)へ

（受付時間：８時 30 分～ 22 時）
水道本管、一般家庭の水道メー
ターまでの漏水調査と修理手配
を行います。
※なお、水道メーター以降 ( 宅
内側 ) の修理及び排水などの
トラブルは、直接、水道工事
店へ。

6日㈭
10時～11時45分、
13時～15時30分
市役所

献血へお越しの際は身分証明書
をお持ちください。
㉄社会福祉協議会　☎36-5512

今月の
　献血

県東部地域局の
ホームページは
こちらから
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みんなの暦
令和5年（2023年）7月（文月） ■観光イベントなどの情報は…

　伊東観光協会　☎37-6105

問公営競技事務所　☎︎36-0120伊東温泉競輪開催日
７月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

本場
昼間 ＦⅡ

モーニング
ナイター
ミッド ＦⅡナイター ＦⅠミッドＳ級

場外
昼間

前橋記念 弥彦ＦⅠ 
【関東カップ】 小松島記念 高松ＦⅠ 

【西日本カップ】 和歌山ＦⅠ 福井記念 名古屋記念 小田原 
ＦⅠ 

( Ｊ C)

向日町ＦⅠ 大宮ＦⅠ ● 青森ＦⅠ 佐世保ＦⅠ

大宮ＦⅡ 立川ＦⅡ

ナイター 四日市 
ＦⅠ 

【西Ｃ】 静岡ＦⅠ ＳＮＦ ＧⅡ 
【函館】 久留米ＦⅠ 平塚ＦⅠ 玉野ＦⅠ

※本場ナイター時以外の場外ＦⅠ・ＦⅡナイターは、昼場の場外開催終了後、販売を終了します。●…防府 FⅠ in 玉野

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

日・曜日 内　科 外　科 小児科

2(日) 横山医院☎35-0431
たちばなメディカルクリニック広野院
☎35-9924

9(日) 伊東ヘルスサポートクリニック☎55-7622
大川胃腸科外科
☎36-9559

伊東ヘルスサポートクリニック
☎55-7622

16(日) おおたか内科クリニック☎32-3810
許田医院
☎37-5071

むらかみ小児科クリニック
☎52-4710

17(月) はぁとふる内科・泌尿器科　伊豆高原☎53-5000
木村整形外科クリニック
☎32-0600

はぁとふる内科・泌尿器科　伊豆高原
☎53-5000

23(日) たちばなメディカルクリニック☎45-4811
青木クリニック
☎45-5115

たちばなメディカルクリニック
☎45-4811

30(日) 高野医院☎38-2111
なかた整形外科クリニック
☎44-5252

高野医院
☎38-2111

■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル ☎0570-064-307か市ホームページでご確認ください。
■内科当番医で小児科を受診する際には、来院前に電話で受診が可能かご確認ください。年齢によっては受診できないことがあります。
　その場合は伊東市民病院に電話（37-2626）でご相談ください。
■夜間救急医療センターは伊東市医師会に診療業務をお願いしています。
■休日当番医は、伊東市医師会の協力により運営しています。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

伊東駅前朝市
(毎週土・日曜日)

松川タライ乗り競走

海の日 広報いとう８月号
配布予定日

伊東温泉「夢花火」
Part1
夕涼みわくわく市
( 予定 )

伊東温泉「夢花火」
Part2
夕涼みわくわく市
( ～ 31)( 予定 )

■夜間（午後７時〜午後11時）は
■深夜（午後11時〜午前８時）は
■休日（午前９時〜午後５時）は

夜間救急医療センターへ　☎37-2510
伊東市民病院へ　☎37-2626
各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

急病になったら…

先勝
半夏生

友引

先負

大安
大暑

赤口 先勝

友引

先負

仏滅

赤口

先負

仏滅

赤口

先勝

仏滅

大安

先勝

友引

大安

赤口

友引
土用

先負

赤口
小暑

先勝

先負

仏滅

赤口

先勝

友引

仏滅

大安

2

9

16

23

3

10

17

24

4

11

18

25

7

14

21

28

5

12

19

26

1

8

15

22

29

30 31

6

13

20

27

今月の納税　納期限は７月31日㈪

問 収納課　☎ 32-1291

□固定資産税２期
□国民健康保険税１期

伊東温泉「夢花火」
Part3

伊東温泉「夢花火」
Part4

広報いとう 12



相談案内
■会場…市役所２階市民課市民生活係　■☎ 52-3002（予約）
※都合により変更・中止となる場合がありますのでお問い合わせください。

相談日が祝日の場合はお休みです。

相談内容・日時 会場 問い合わせ
●教育相談

月〜金曜日　9時〜16時30分 教育支援センター 教育相談室　☎37-7476
●家庭児童相談　＊要電話予約

月～金曜日　9時30分～16時 健康福祉センター
家庭児童相談室　☎37-9667(9時30分～16時)
子育て支援課　☎32-1581

●メンタル相談　＊要電話予約
	13日(木)	 13時30分～14時30分・14時45分～15時45分 市役所４階健康推進課 健康推進課　☎32-1583
●出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）

	13日(木)	 10時～14時30分／三島年金事務所 市役所１階展望ギャラリー その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、
ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-1165	27日(木)	 10時～14時30分／三島年金事務所 市役所５階中会議室

●女性相談
月～金曜日　 9時～16時 市役所１階社会福祉課 社会福祉課　☎32-1537
●あんしん法律相談　＊要電話予約

第２、第４火曜日　13時30分～16時30分 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●心配ごと相談

毎週水曜日　13時30分～16時 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●補聴器の相談

	７日(金)	 14時～15時30分 観光会館第４会議室
社会福祉課　☎32-1533	19日(水)	 10時～15時　 玖須美温泉会館

	18日(火)	 10時～13時 八幡野コミュニティセンター
●身体障がい福祉相談会

	３日(月)	 13時30分～15時30分 市役所１階社会福祉課 なかいずリハ　☎0558-83-2195
●知的障がい福祉相談会　＊要電話予約

第 1、第３火曜日（祝日を除く。）　9時 30分～ 11時 30分 市役所１階社会福祉課 いぶき　☎52-3213
●精神障がい福祉相談会　＊要電話予約

	26日(水)	 10時～16時 市役所５階小会議室 サポートセンターりりぶ　☎82-5680
●生活困窮の相談　住まいや仕事、家計のことなど、生活の困りごとについてご相談ください。

月～金曜日　8時30分～17時15分 市役所１階社会福祉課 くらし相談センター「こころ」　☎36-1190
●消費生活相談　土日休日（年末年始を除く。）は10時〜16時の間、消費者ホットライン（188）で相談を受け付けています。

月～金曜日　9時～正午、13時〜16時 市役所低層棟２階
消費生活センター 消費生活センター　☎52-3362

●いとう市民活動支援センター相談会　web会議システムによる相談対応も可能です。　＊要申込
	20日(木)	 13時30分～16時30分 市役所３階小会議室 企画課　☎32-1062

■人権相談
	６日(木)	 13時～15時／岩城保久・日吉光余 人権擁護委員
■行政相談
	20日(木)	 13時～15時／山下えり子 行政相談委員
■行政手続の相談(ＮＰＯ法人・年金関係)
	12日(水)	 10時～正午／行政書士会
■土地家屋調査士会の相談(表示登記・土地測量・隣地境界)
	12日(水)	 10時～正午／土地家屋調査士会
■市民不動産相談
＊今月はありません。

■法律相談
	５日(水)	 8時45分～11時30分／髙橋省吾 弁護士
	11日(火)	 8時45分～11時30分／瀬野俊之 弁護士
	18日(火)	 8時45分～11時30分／東端克博 弁護士
	27日(木)	 8時45分～11時30分／髙山　功 弁護士
■税務相談　受付：当日８時30分から(先着６人)

	10日(月)	 13時～15時／大津誠司 税理士
■登記の相談　受付：当日８時30分から(先着６人)

	６日(木)	 10時～正午／兼行邦夫 司法書士
■交通事故相談　受付：前開庁日15時まで(要電話予約４人)
	18日(火)	 13時～15時30分／二宮　仁 弁護士

受付：７月３日(月)から各回前開庁日15時まで
　　　（要電話予約８人）
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ほか児童書も含め、多数購入しています。
としょかんinformation
■なつのおはなし会を実施します。

日時：７月29日㈯　13時30分～　定員：先着30人
詳しくは図書館へお問い合わせ、又は伊東図書館ホームページ
をご覧ください。
https://www.ito.library-town.com

■今月の休館日
　毎週月曜日、７月28日㈮

としょかんだより 問伊東図書館　☎36-7433

主な新着図書のご紹介
書名 著者

1 渦の中へ あさの　あつこ
2 コメンテーター 奥田　英朗
3 極楽征夷大将軍 垣根　涼介
4 少年籠城 櫛木　理宇
5 ある犬の飼い主の一日 サンダー・コラールト
6 人間がいなくなった後の自然 カル・フリン
7 ぞうのこバナ 堀内　誠一
8 キュリオとかめの大王 斉藤　洋

今月のオススメ図書

『いつか家族でやりたい99の楽しいことリスト』
むぴー／ＣＣＣメディアハウス

もうすぐ夏休み。特別なことや手間暇やお金を
かけなくても、思い出に残る楽しいことはでき
ます。「地元旅行」、「冷食食べ比べ」、「まっ暗
お風呂」など今すぐやってみたくなる99個のリ
ストです。夏休みに向けて、みんなで楽しいこ
とリストをつくってみるのも楽しいかも。

　昨年度に引き続き、市では従来どおり当該年度に20歳
を迎える人を対象として式典を実施します。
　人生の節目となる「20歳」の記念に、あなたのアイデ
アを盛り込んだ二

は た ち
十歳式

しき
を企画・運営してみませんか。

　皆さんと協力して思い出に残る二
は た ち

十歳式
しき

を開催したい
と考えています。ご友人をお誘い合わせの上、ぜひご応
募ください。
対　　象　平成15年４月２日～平成16年４月１日生ま

れの人
活動期間　８月～令和６年１月
式 典 日　令和６年１月７日㈰
内　　容　二

は た ち
十歳式

しき
（式典）の企画・運営を自分たちの

手で行います。月１～２回程度、実行委員会
を行う予定です。

申 込 み　７月19日㈬までに電子メールで下記まで。
㉄生涯学習課　☎32-1961
　 gakusyuu@city.ito.shizuoka.jp

日　　時　7月26日㈬　10時～13時30分
会　　場　奥野ダム
※会場に駐車場はありません。自家用車でお越しの場合

は「伊東温泉競輪場東口駐車場」からマイクロバスを
ご利用ください。

申 込 み　不要
受　　付　奥野ダム管理所前
内　　容　洪水を防止し、水道用水

を確保している奥野ダムの普段は
見ることができない施設の見学

（ダム底トンネル、小水力発電設
備など）を通じてダムについて学
んでみませんか。当日は、木工教
室、小型建設機械展示、竹炭の配
布なども実施します。

㉄熱海土木事務所　☎38-0711

一生に一度の二
は た ち

十歳式
しき

を、
自らの手で作ってみませんか？

二
は た ち

十歳式
し き

実行委員募集
ダムの中でひんやり体験！

奥野ダム一日ダム教室

奥野ダムの
ホームページは
こちらから
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65歳以上の

介護保険料の減免申請

納付猶予制度

産前産後免除制度

免除・納付猶予・学生納付特例の申請期間学生納付特例

介護保険料

国民年金に加入の皆さんへ

㉄高齢者福祉課　☎32-1564

㉄保険年金課　　　☎32-1625
　三島年金事務所　☎055-973-1166

　今年度の介護保険料の基準額（月額）は、昨年度と同じ5,700円で
す。介護保険料は、この基準額を基に所得などに応じて段階的に決めら
れます。
※第１～３段階の人について、保険料率の軽減が行われています。
　特別徴収の人は、既に４月以降の年金から仮徴収をしていますが、正
式な介護保険料は住民税決定後に算定し、７月中旬に、特別徴収の人は
決定通知書で、普通徴収の人は納付通知書によりお知らせします。

　介護保険料の段階が第３段階で下記の要件全てに該当する人は、申請
により保険料が減免される場合があります。

①世帯全員が市民税非課税
②世帯の前年の収入合計金額が120万円以下
（３人以上の世帯は、３人目以降１人につき35万円を加算）
③市民税課税者に扶養されていない。
④市民税課税者と生計を共にしていない。
⑤資産などを活用してもなお生活が困窮状態にある。
⑥介護保険料の滞納がない。

　経済的な理由などで国民年金保険料の納付が困難
な場合は、申請により免除又は猶予となる制度があ
ります。本人、配偶者、世帯主の前年所得が一定の
基準額以下の場合「全額免除」又は「一部納付」と
なります。

　免除申請日の２年１か月前までの期間についてさ
かのぼって申請できます。令和３年６月以降に未納
のある人は、保険年金課までご相談ください。免
除・納付猶予申請のサイクルは、７月～翌年６月で
す。継続審査が承認されていないと、次のサイクル
期間について再度申請が必要です。過去の免除承認
通知を確認してください。学生納付特例（４月～翌
年３月)は継続審査がありませんので、毎年更新手続
が必要です。

今年度納付額

制度名
納付すべき
保険料	
（月額）

受け取る	
年金額	
（★）

全額免除 ― 1/2の額

一部	
納付

4分の1納付 4,130円 5/8の額
2分の1納付 8,260円 3/4の額
4分の3納付 12,390円 7/8の額

★保険料を全額（16,520円）納付した場合との比較　50歳未満の人で、本人、配偶者の前年所得が基準
額以下の場合、保険料納付が猶予されます。

　対象となる期間は保険料を納付したものとして老
齢年金の受給額に反映されます。すでに従来の納付
免除・納付猶予・学生納付特例・法定免除を受けて
いる人でも産前産後免除制度の届出が必要です。

　学生で本人の所得が基準額以下の場合、保険料納
付が猶予されます。
※納付猶予、学生納付特例を受けた期間は、受給額

には含まれませんが資格期間に含まれます。

市ホームページは
こちらから。

※介護保険料の段階表は市ホームページ
や、通知書同封のパンフレットをご覧
ください。

7月14日(金)～

預金通帳

災害、収入が著しく減少した際
の減免制度もあります。

8月31日(木)

要件

申請
期間

必要
なもの

その
他
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YUKATA RENTAL SERVICE  ‘YUKATABI’
伊東温泉　HIKARI to YUKATA にぎわい演出事業実行委員会伊東温泉　HIKARI to YUKATA にぎわい演出事業実行委員会

７月１日（土）～９月30日（土）
旧駅前観光案内所（湯川１丁目８－３ １階）にて営業予定

（事前予約推奨）
※詳細はHPをご覧ください。

【ゆかたび公式HP】

　町内から選出された保健委員92人は、地域の皆さんが健康で幸せな生活を送ることができるよう「一人ひと
りの健康意識を高めよう」のスローガンの下、行政と市民のパイプ役として活動しています。

主な活動
●各種がん検診や特定健診などのＰＲを行います。
●赤ちゃんの離乳食教室などで保護者が勉強や相談をしている間、子どもたちの相

手をするなどの協力をしています。
●救急法や三角巾などの防災についての知識を高め、地域で実施する防災訓練など

で普及活動をしています。
●健康に対する知識を深めるために、各地域で研修会を行います。また、学んだこ

とを地域の人に還元するために活動しています。

　保健委員活動を理解していただくために、「保健委員だより」の年４回の発行や、令和６年３月に市役所市民
ロビーなどで実施する「保健委員ウィーク」の展示で、保健委員活動を広く周知する予定です。
　ここ数年は新型コロナウイルス感染症まん延のため、思うような活動ができませんでした。今年度は地域の防
災訓練、体育祭、コミセンまつりや介護予防活動としての居場所への協力など、地域の皆さんと関わりながら保
健委員活動に取り組みたいと思います。

問健康推進課　☎32-1582
保健委員の活動を紹介します

一人ひとりの
健康意識を
高めよう


